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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
、
中
国
の
近
世
、
近
代
に
お
け
る
漢
字
、
漢

字
文
化
の
交
流
に
つ
い
て
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会　
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文
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垂
東

 

文
教
大
学　

阿
川　

修
三

 　

日
本
で
は
、
漢
字
伝
来
以
降
、
そ
れ
に
音
と
訓
を
付
し
、
更
に
そ

れ
か
ら
仮
名
と
い
う
表
音
文
字
を
作
り
出
し
、
漢
字
を
日
本
語
の
中

に
取
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
漢
文
訓
読
法
と
言
う
、
簡
便
な
翻
訳
法
を

創
り
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
語
文
献
（
漢
文
）
を
比
較
的
容
易

に
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
後
に
な
っ
て
、
こ
の

漢
文
訓
読
か
ら
和
漢
混
淆
文
が
誕
生
し
、
更
に
今
日
の
日
本
語
の
基

本
文
体
で
あ
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
日
本
に
お
い
て
中
国
文
化
の
影
響
は
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ

た
。
平
安
時
代
ま
で
の
担
い
手
で
あ
っ
た
貴
族
か
ら
、
鎌
倉
時
代
以

降
は
武
士
層
に
も
浸
透
を
始
め
、
そ
の
影
響
力
が
質
的
に
も
深
化
し
、

量
的
に
も
飛
躍
的
に
増
大
し
、
庶
民
層
に
ま
で
及
ん
だ
の
は
近
世
後

期
で
あ
る
。
そ
の
傾
向
は
明
治
に
も
、
即
ち
近
代
に
も
続
い
た
の
で

あ
る
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ
の
漢
字
、
漢
字
文
化
の
影
響
が

最
も
広
汎
化
し
、
深
化
し
た
と
言
わ
れ
る
近
世
、
近
代
（
幕
末
、
明

治
）
に
絞
っ
て
、
そ
の
諸
相
を
、
日
本
、
中
国
の
文
化
交
流
と
い
う

視
点
に
立
ち
報
告
し
た
。

　

中
国
白
話
小
説
の
研
究
を
長
年
進
め
て
き
た
小
松
建
男
会
員
は
、

江
戸
時
代
後
期
の
中
国
白
話
小
説
の
受
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ

の
分
野
で
は
た
く
さ
ん
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
中
国
語
学
習
と

の
関
係
、
日
本
文
学
へ
の
影
響
に
つ
い
て
様
々
な
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
学
界
の
現
状
を

踏
ま
え
、
中
国
語
を
学
習
し

て
い
な
い
人
物
が
、
ど
の
よ

う
な
白
話
小
説
に
興
味
を
示

し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
読
ん

だ
の
か
、
テ
キ
ス
ト
は
ど
の

よ
う
に
し
て
入
手
し
た
の
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
主

に
馬
琴
が
書
い
た
書
翰
を
利

用
し
な
が
ら
紹
介
し
た
。

　

日
中
近
代
に
お
け
る
新
漢

語
の
誕
生
に
つ
い
て
研
究
を
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進
め
て
き
た
阿
川
は
、
西
洋
の
制
度
、
概
念
な
ど
の
翻
訳
語
に
日
本

で
も
中
国
同
様
に
漢
語
が
用
い
ら
れ
た
事
情
を
先
ず
説
明
し
、
更
に

従
来
日
本
で
創
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
翻
訳
語
の
か
な
り

の
も
の
が
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
漢
訳
洋
書
（
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師

に
よ
っ
て
漢
語
に
訳
さ
れ
た
西
洋
の
啓
蒙
書
）
に
源
を
発
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
。

　

日
本
に
お
け
る
漢
文
学
習
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
た
佐
藤
一

樹
会
員
は
、『
日
本
外
史
』、『
十
八
史
略
』
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
歴
史

読
み
物
な
ど
を
め
ぐ
る
明
治
の
人
々
の
回
想
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、

ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
漢
文
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
か
と
い
う
、
現
代
に
ま
で
至
る
漢
文
教
育
の
大
枠
に
つ
い
て
、

そ
の
生
成
の
過
程
の
一
端
を
紹
介
し
た
。

　

近
世
中
国
の
日
本
語
教
科
書
研
究
を
資
料
に
し
て
当
時
の
中
国
語

の
音
韻
の
研
究
を
進
め
て
き
た
蒋
垂
東
会
員
は
、
中
国
最
初
の
日
本

語
教
科
書
『
日
本
館
訳
語
』（
一
五
四
九
年
以
前
）
や
同
時
代
明
代

の
『
日
本
考
略
』（
一
五
二
三
）、『
日
本
風
土
記
』（
一
五
九
二
）
な

ど
の
関
連
文
献
や
、
清
末
の
『
東
語
簡
要
』（
一
八
八
四
）
を
資
料

と
し
て
当
時
の
日
中
文
化
交
流
を
紹
介
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
近
世
、
近
代
に
お
け
る
漢
字
、
漢
字
文

化
の
日
中
交
流
の
一
端
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。 

（
阿
川
修
三
）

江
戸
時
代
後
期
の
中
国
白
話
小
説
の
受
容

　
　

 

小
松　

建
男

　

曲
亭
馬
琴
を
白
話
小
説
の
読
者
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
み
た
い
。

　

江
戸
時
代
に
お
い
て
、
中
国
へ
の
関
心
は
、
実
用
（
中
国
が
先
進

国
で
あ
り
、
同
時
代
の
制
度
・
文
化
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
）
か

ら
、
教
養
（
先
進
国
は
西
洋
と
な
り
、
中
国
文
化
が
前
期
の
蓄
積
に

よ
る
教
養
化
）
へ
と
変
化
し
た
。
こ
れ
を
象
徴
的
に
示
す
の
は
『
解

体
新
書
』
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
つ
れ
て
、
白
話

小
説
受
容
も
中
国
語
学
習
の
手
段
か
ら
、
そ
れ
自
体
が
目
的
へ
と
変

化
し
た
。

　

教
養
の
時
代
を
生
き
た
馬
琴
は
、
中
国
語
を
解
し
な
か
っ
た
が
、

白
話
小
説
を
読
み
、
自
ら
の
小
説
の
資
料
と
し
て
い
る
。
彼
は
、
中

国
語
を
知
ら
ず
に
ど
の
よ
う
に
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た

小
説
の
入
手
方
法
、
評
価
と
選
択
基
準
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
以
下
、
曲
亭
馬
琴
が
、
殿
村
蓧
斎
・
小
津
桂
窓
ら
に
宛
て
た

書
翰
か
ら
探
っ
て
み
る
。

　

馬
琴
の
学
習
方
法
は
、
先
行
す
る
翻
訳
や
辞
書
に
よ
る
独
学
で
あ

る
。
馬
琴
が
独
学
で
白
話
小
説
を
読
み
こ
な
せ
た
の
は
、
唐
話
学
の

成
果
が
既
に
一
定
の
蓄
積
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
と
い
え
る
。
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天
保
三
年
十
二
月
八
日
付
け
小
津
桂
窓
宛
書
翰
で
白
話
の
参
考
書
と

し
て
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
見
る
と
、
や
は
り
『
水
滸

伝
』
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
中
で
も
、
陶
山
南
濤
の
『
忠
義

水
滸
伝
解
』
お
よ
び
こ
れ
の
続
編
に
あ
た
る
鳥
山
石
丈
『
忠
義
水
滸

伝
抄
訳
』
は
「
至
極
よ
ろ
し
き
も
の
」
で
「
俗
語
の
筌
蹄
こ
れ
に
ま

す
も
の
な
し
」
と
評
価
が
高
い
。
ま
た
『
小
説
奇
言
』
な
ど
の
和
刻

三
言
と
『
照
世
盃
』
も
、「
小
説
読
み
倣
う
に
は
よ
し
」
と
評
価
し

て
い
る
。

　

馬
琴
の
小
説
入
手
方
法
は
、
購
入
と
借
覧
が
あ
る
。
購
入
の
場
合
、

書
肆
を
通
さ
ず
、
所
有
者
か
ら
直
接
購
入
す
る
こ
と
も
あ
る
（
逆
に

馬
琴
が
人
に
直
接
売
っ
た
例
も
あ
る
）。
借
覧
は
、
殿
村
蓧
斎
・
小

津
桂
窓
と
情
報
の
交
換
を
し
て
、
所
蔵
し
て
い
な
い
小
説
が
あ
る
と

借
り
う
け
て
い
る
。
馬
琴
は
借
り
た
場
合
、
単
に
閲
覧
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
筆
耕
に
写
本
を
作
ら
せ
自
己
の
蔵
書
と
し
た
り
、
借
り
た

書
物
に
点
を
つ
け
た
り
、
評
論
を
執
筆
し
た
り
し
て
借
覧
の
礼
と
す

る
こ
と
が
多
い
。

　

小
説
に
対
す
る
評
価
は
、
我
々
と
は
か
な
り
異
な
る
。『
石
点

頭
』・『
五
鳳
吟
』
を
高
く
評
価
し
、『
八
洞
天
』
を
『
拍
案
驚
奇
』・

『
今
古
奇
観
』・『
覚
世
名
言
』
よ
り
良
い
と
言
う
。
一
方
、『
紅
楼

夢
』
は
評
価
が
低
い
。
馬
琴
は
、
勧
懲
を
重
視
す
る
の
で
評
価
が
異

な
る
と
言
う
こ
と
も
あ
る
が
、
時
代
に
よ
る
好
み
の
変
化
と
そ
の
背

景
や
原
因
を
探
る
こ
と
は
興
味
あ
る
テ
ー
マ
だ
と
思
わ
れ
る
。

 

（
筑
波
大
学
）

　
「
漢
文
入
門
」
歴
史
物
の
学
ば
れ
方　
　

　

 

佐
藤　

一
樹

　

一
九
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
、
日
本
語
の
新
し
い
書
き
言
葉
は
、

「
言
文
一
致
」
と
い
う
一
部
の
か
け
声
と
は
う
ら
は
ら
に
、
漢
文
書

き
下
し
体
が
そ
の
成
立
の
た
め
の
不
可
欠
の
基
盤
だ
っ
た
こ
と
は
、

現
在
ま
で
に
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
期
を
通
じ
、
新
た

に
作
ら
れ
た
文
体
が
社
会
に
定
着
し
て
い
く
ほ
ど
、
漢
文
に
つ
い
て

の
あ
る
程
度
の
素
養
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
報
告
で

は
、
文
明
開
化
後
の
日
本
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
が
ど
の
よ
う

に
漢
文
を
学
ん
だ
か
を
論
じ
た
。

　

ま
ず
、
漢
文
を
学
ぶ
場
に
つ
い
て
だ
が
、
維
新
直
後
に
生
ま
れ
た

田
岡
嶺
雲
や
山
川
均
ら
は
、
小
学
校
と
は
別
に
私
塾
で
漢
学
先
生
か

ら
教
わ
っ
て
い
た
が
、
明
治
三
二
年
生
ま
れ
の
松
本
重
治
の
こ
ろ
に

な
る
と
、
中
学
校
が
漢
文
学
習
の
主
要
な
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
二
〇
世
紀
の
初
め
、
中
学
校
や
実
業
学
校
と
い
っ
た
中
等

教
育
機
関
に
進
学
す
る
男
子
は
す
で
に
二
〇
万
人
近
く
い
た
が
、
そ

の
わ
ず
か
十
年
後
に
は
、
進
学
者
は
男
女
あ
わ
せ
て
一
〇
〇
万
人
近
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く
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
と
し
て
、
江
戸
時
代
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
若
者
が
、
漢
文
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
が
、
そ
れ
も
近
代
日
本
語
の
書
き
言
葉
の
基
礎
が
、
漢
文
書
き

下
し
体
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

近
代
教
育
制
度
の
中
で
漢
文
が
主
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
築
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
中
等
教
育
の
主
要
教
科
と
な
っ
た
こ
と
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
帰
結
と
し
て
上
級
学
校
の
入
学
試
験
科
目
と
な
っ
た
こ
と

が
、
学
ぶ
側
に
と
っ
て
い
っ
そ
う
の
重
み
を
有
し
て
い
た
。
現
在
と

変
わ
ら
ず
、
出
世
の
階
梯
へ
の
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
の
試
験
科
目
と
な

っ
た
こ
と
で
、
受
験
生
の
み
な
ら
ず
、
社
会
一
般
か
ら
、
重
要
な
学

習
対
象
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
入
試
に
関
す
る
情
報
か
ら
、
興
味
深
い
事
実
が
浮
か

び
上
が
る
。
大
正
年
間
の
高
等
教
育
課
程
の
入
試
で
頻
出
さ
れ
た
の

は
、
上
位
十
位
の
う
ち
、『
論
語
』、『
孟
子
』
を
除
い
て
は
、
ト
ッ

プ
の『
十
八
史
略
』
を
は
じ
め
、『
日
本
外
史
』、『
日
本
政
記
』、『
史

記
』
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
歴
史
物
だ
っ
た
。
漢
文
体
の
歴
史
叙
述
は
、

も
っ
ぱ
ら
事
実
を
記
そ
う
と
す
る
記
事
文
が
中
心
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

近
代
日
本
語
の
書
き
言
葉
が
目
指
し
た
方
向
と
一
致
し
て
お
り
、
こ

こ
に
も
近
代
漢
文
学
習
と
、
あ
ら
た
な
日
本
語
形
成
と
の
深
い
関
わ

り
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

（
二
松
学
舎
大
学
）

明
清
代
に
お
け
る
日
本
語
学
習
書
を
通
し
て
み
た
中
日
文
化
交
流

　
　
　

 

　

蒋　

垂
東

　

明
代
は
、
中
日
関
係
史
上
に
お
い
て
文
化
交
流
の
盛
ん
な
時
代
だ

っ
た
。
勘
合
貿
易
と
倭
寇
は
こ
の
時
代
の
二
大
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
協

調
・
交
流
と
対
立
が
併
存
し
て
い
た
。
協
調
・
交
流
の
象
徴
は
勘
合

貿
易
だ
っ
た
の
に
対
し
、
倭
寇
問
題
は
両
国
の
外
交
関
係
を
緊
迫
さ

せ
た
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
。
勘
合
貿
易
に
お
い
て
は
、
明
に
わ
た

っ
た
遣
明
使
が
残
し
た
渡
明
記
な
ど
は
、
双
方
の
官
と
民
に
よ
る
交

流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
事
実
を
記
録
し
て
い
る
。
中
国
側
で
は

遣
明
使
と
の
折
衝
を
担
当
す
る
通
事
を
養
成
す
る
目
的
か
ら
、
礼
部

の
会
同
館
に
お
い
て
中
国
最
初
の
日
本
語
教
科
書
『
日
本
館
訳
語
』

（
一
五
四
九
年
校
正
）
が
編
纂
さ
れ
た
。
中
日
語
句
対
訳
集
形
式
の

こ
の
教
科
書
は
、
遣
明
使
の
構
成
員
、
外
交
上
の
儀
礼
用
語
、
貿
易

商
品
の
名
称
な
ど
勘
合
貿
易
関
連
の
実
用
語
句
を
は
じ
め
延
べ
五
六

六
項
目
の
日
本
語
を
収
録
し
、
勘
合
貿
易
を
媒
介
と
し
た
両
国
文
化

交
流
の
一
面
を
伝
え
て
い
る
。
一
方
、
倭
寇
問
題
に
よ
り
中
国
で
は

日
本
に
対
す
る
関
心
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
高
ま
っ
て
、
多
く
の
日

本
研
究
書
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
盛
期
だ
っ
た
嘉
靖
・
万

暦
年
間
（
一
五
二
二
│
一
六
二
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も

七
〇
種
以
上
を
数
え
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
日
本
研
究
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書
の
内
容
は
日
本
の
歴
史
、
地
理
、
社
会
、
風
習
、
文
芸
な
ど
と
並

ん
で
日
本
語
に
も
及
ん
で
い
る
。
一
六
世
紀
に
成
立
し
た
主
要
な
も

の
と
し
て
、『
日
本
（
国
）
考
略
』『
日
本
図
纂
』『
籌
海
図
編
』『
日

本
一
鑑
』『
皇
明
馭
倭
録
』『
倭
情
考
略
』『
日
本
風
土
記
』『
籌
海
重

編
』
な
ど
が
知
ら
れ
、
収
録
さ
れ
て
い
る
日
本
語
の
語
句
の
数
は
少

な
い
も
の
で
三
〇
〇
余
り
、
多
い
も
の
で
三
〇
〇
〇
以
上
に
上
る
。

転
載
に
転
載
を
重
ね
た
も
の
は
多
く
、
日
本
語
学
習
書
と
し
て
の
役

割
も
果
た
し
て
い
た
。
一
部
の
学
習
書
に
は
遣
明
使
の
詠
ん
だ
貢
使

詩
と
呼
ば
れ
る
漢
詩
も
多
く
見
ら
れ
、
中
に
は
明
・
沐
昂
の
『
滄
海

遺
珠
』
や
後
の
『
全
明
詩
』
に
収
録
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
明
代
に

お
け
る
両
国
文
化
交
流
の
実
態
を
知
る
得
難
い
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
も
の
の
一
つ
に
は
『
日
本
風
土
記
』
が
あ
り
、
日
本
語

の
語
句
と
日
本
人
の
手
に
よ
る
漢
詩
の
他
に
、
数
十
首
も
の
和
歌
な

ど
を
中
国
語
訳
付
で
紹
介
し
、
中
国
人
の
日
本
の
文
芸
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
清
代
に
入
っ
て
か
ら
、
日
清
修
好
条
規

（
一
八
七
一
）
の
締
結
に
よ
り
、
両
国
の
交
流
が
活
発
化
し
、
多
く

の
日
本
人
が
上
海
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
語
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
た
上
海
で
は
、『
東
語
簡
要
』（
一
八
四
四
）
と
い
う
中
国

初
の
中
日
対
訳
形
式
の
日
本
語
会
話
書
が
誕
生
し
た
。
同
書
の
「
火

輪
船　

局
器
心
（
じ
ょ
う
き
せ
ん
）」「
東
洋
車　

近
而
力
克
殺
（
じ

ん
り
き
し
ゃ
）」
な
ど
の
近
代
語
彙
が
新
し
い
時
代
の
両
国
の
文
化

交
流
の
一
面
を
反
映
し
て
い
る
。 

（
文
教
大
学
）

日
中
近
代
に
お
け
る
新
漢
語
の
誕
生　

 

阿
川　

修
三

　

日
中
両
国
は
、
十
九
世
紀
後
半
近
代
化
を
迫
ら
れ
る
中
で
そ
の
一

環
と
し
て
、
西
洋
の
制
度
、
概
念
、
学
術
用
語
な
ど
を
自
国
の
言
葉

に
翻
訳
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
場
合
、
中
国
で
は
無
論
の
こ

と
、
日
本
で
も
、
和
語
で
は
概
念
を
表
す
こ
と
が
難
し
く
、
言
葉
と

し
て
の
容
量
の
大
き
い
漢
語
を
用
い
て
翻
訳
し
た
。
こ
れ
ら
の
訳
語

を
新
漢
語
と
言
う
。
新
漢
語
に
は
、
例
え
ば
「
哲
学
」「
経
済
」「
進

化
」「
政
治
」「
社
会
」
な
ど
の
語
が
あ
る
が
、
従
来
そ
の
大
部
分
が

日
本
で
創
ら
れ
、
中
国
に
伝
播
し
、
そ
こ
で
普
及
、
定
着
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
の
新
漢
語
の
中
に
は
、
中
国
に
明
末
清
初
に
、
更
に
清
末
に
や

っ
て
来
た
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
が
啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
翻
訳
活
動
の
中
で
作
ら
れ
た
も
の
も
か
な
り
あ
る
こ
と
が
、
最
近

の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
明
末
清
初
で
作
ら
れ
た
訳

語
に
は
「
熱
帯
」「
半
島
」「
幾
何
」
な
ど
の
地
理
用
語
、
科
学
用
語

が
あ
り
、
清
末
で
作
ら
れ
た
訳
語
に
は
「
化
学
」「
地
理
」
な
ど
が

あ
る
。
そ
れ
ら
の
訳
語
の
中
に
は
彼
ら
宣
教
師
た
ち
の
著
し
た
漢
訳

洋
書
を
通
し
て
、
日
本
に
入
り
普
及
し
定
着
し
て
い
き
、
後
に
中
国
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に
逆
輸
出
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。「
熱
帯
」「
半
島
」
な
ど
が
そ
の
例

で
あ
る
。

　

更
に
清
末
に
や
っ
て
来
た
宣
教
師
が
編
纂
し
た
英
華
辞
書
、
例
え

ば
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
『
英
華
字
典
』
な
ど
は
、
日
本
で
は
そ
れ
を

編
集
・
翻
訳
し
て
、
日
本
に
お
け
る
英
和
辞
書
の
原
型
と
も
言
え
る
、

中
村
敬
宇
の
『
英
華
和
訳
字
典
』、
井
上
哲
次
郎
の
『
訂
増
英
華
字

典
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
掲
載
さ
れ
た
訳
語
に
は
日
本
で
普
及
、

定
着
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
蘭
学
の
訳
語
は
、
明
治
に
入
り
、

例
え
ば
「
舎
密
」
が
「
化
学
」
に
、「
植
学
」
が
「
植
物
学
」
に
、

「
消
極
」
が
「
陰
極
」
に
、「
積
極
」
が
「
陽
極
」
に
、「
越
歴
」
が

「
電
気
」
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
る
な
ど
、
漢
訳
洋
書
に
掲
載
さ
れ
た

訳
語
に
淘
汰
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

新
漢
語
の
か
な
り
の
部
分
が
、
日
本
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
、「
哲
学
」「
形
而
上

学
」「
進
化
」
な
ど
の
学
術
用
語
は
西
周
、
井
上
哲
次
郎
、
加
藤
弘

之
等
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
方
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
工
夫
し
た
訳
語
も
、
漢
訳
洋
書
や
『
華
英
字

典
』
を
通
じ
て
日
本
に
入
り
普
及
、
定
着
し
て
、
日
本
人
が
作
っ
た

訳
語
と
と
も
に
使
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
訳
語
が
、
日
清
戦
争
後
、
特

に
二
十
世
紀
初
頭
、
空
前
の
日
本
語
、
日
本
留
学
ブ
ー
ム
で
来
日
し

た
多
数
の
中
国
人
留
学
生
に
よ
っ
て
中
国
に
大
量
に
持
ち
帰
ら
れ
、

そ
こ
で
普
及
、
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
漢
語
を
巡
る
日
中
の
文
化
交
流
は
な
か
な
か
複

雑
で
、
今
そ
の
点
が
更
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

 

（
文
教
大
学
）




